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発行所・発行人　 岡山県安全運転管理者協議会連合会
岡山県運行管理者協議会連合会

　　　　　　　〒700-8512　岡山市北区内山下２-４-６
　　　　　　　TEL（０８６）２３４-０11０
定価１部75円(但し、会員の購読料は、会費に含めて徴収) 

「気を抜くな　ハンドル持つ手は　帰るまで」令和６年度 
「安管・運管」交通安全スローガン

令和５年中の四輪乗車中の事故死者は、20人。
そのうち、７人（35.0%）の方が、
シートベルトを着用していませんでした。
令和５年中全交通事故死者数 49人（前年対比－25人）

なぜ着用しない？
シートベルト！

ID：anzenunten
パスワード：driver

登録用URL　https://okym-ankan-unkan.gr.jp/regist/

メール配信サービス無料登録のお願いメール配信サービス無料登録のお願い
機関紙「安全運転」、最新の交通
安全情報、講習会の情報などを
メールで配信するサービスを
令和6年10月1日から開始の予
定です。右記の二次元コード、
下記の（URL）から必要情報の
ご登録をお願いします。

カチッ！カチッ！カチッ！カチッ！

　◯無理のない計画を立てる！
　◯全席シートベルト・チャイルドシート着用！
　◯夕暮れ時は危険な時間帯！早めのライト点灯！
　◯歩行者・自転車は、自分の存在をアピール！
　  　目立つ服装で、反射材を着用しましょう！
　　  自転車に乗る時はヘルメットを着用しましょう！
　◯交通ルールを守りましょう！
　◯横断歩道は歩行者優先！
   ◯飲酒運転根絶！
　　  飲酒運転を絶対に「しない・させない・許さない」

　◯無理のない計画を立てる！
　◯全席シートベルト・チャイルドシート着用！
　◯夕暮れ時は危険な時間帯！早めのライト点灯！
　◯歩行者・自転車は、自分の存在をアピール！
　  　目立つ服装で、反射材を着用しましょう！
　　  自転車に乗る時はヘルメットを着用しましょう！
　◯交通ルールを守りましょう！
　◯横断歩道は歩行者優先！
   ◯飲酒運転根絶！
　　  飲酒運転を絶対に「しない・させない・許さない」

　10月に入り、秋の行楽シーズンとなりました。山々が色づき、食べ物も美味しい季節です。
「スポーツの秋」ということで、いろいろな大会、イベントに車で出かける方も多いのではないでしょうか。
　そんな中、ちょっとした油断や不注意で交通事故を起こさないよう、次のことに注意しましょう。

　10月に入り、秋の行楽シーズンとなりました。山々が色づき、食べ物も美味しい季節です。
「スポーツの秋」ということで、いろいろな大会、イベントに車で出かける方も多いのではないでしょうか。
　そんな中、ちょっとした油断や不注意で交通事故を起こさないよう、次のことに注意しましょう。

行楽期の交通事故防止行楽期の交通事故防止
令和6年10月1日火～11月30日土期間
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栄光 の表 彰
　多年にわたり、交通安全のために献身的な尽力をし、交通事故の防止と交通秩序の確立に顕著な功労があった方並びに
事業所が、去る９月２４日（火）、おかやま未来ホールに於いて表彰を受けられましたのでご紹介いたします。（敬称略　順不同）

永　山　久仁彦 下津井電鉄㈱　　　　　　　　（岡山南）

以上1名

濱　野　仁　志 ㈱衛生センター　　　　　　　（岡山南） 三　宅　竜　平 ㈱日鋼商会　　　　　　　　　（岡山南）

清　水　峰　夫 清水自動車工業㈱　　　　　　　（倉敷） 片　山　隆　久 ㈱デンソー勝山　　　　　　　　（真庭）

以上4名

小　磯　典　近 ㈱イーアールディー　　　　　（岡山西） 三　村　隆　人 ㈱十字屋　　　　　　　　　　（岡山北）

中　桐　　　猛 田村砕石工業㈱　　　　　　　（岡山北） 藤　里　咲　子 日本マタイ㈱岡山工場　　　　（瀬戸内）

勝　吉　保　貴 ㈱ナイカイアーキット機械プラント事業本部（玉野） 吉　田　　　巧 ㈱吉田庭石園　　　　　　　　　（倉敷）

永　見　栄　治 倉敷河上農機㈱　　　　　　　　（倉敷） 山　下　栄　一 JFEケミカル㈱西日本製造所 笠岡工場（笠岡）

太　田　博　章 ㈱吉備ケーブルテレビ　　　　　（高梁） 太田井　　　滋 太栄建設㈱　　　　　　　　　　（高梁）

外１名、以上11名

㈱ナイカイアーキット　　　　　　　　　　　　（岡山南） 社会福祉法人 藤花会　　　　　　　　　　　　  （瀬戸内）

玉野土建㈱　　　　 　　　　　　　　 　　　　　 （玉野） 晴れの国岡山農業協同組合 本店　　　　　　　　  （玉島）

以上4事業所

㈱NTTフィールドテクノ 岡山設備部　　　　（岡山中央） 岡山交通㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山南）

三菱自動車工業㈱ 水島製作所　　　　　　　　　  （水島） 美作運行管理者協議会　　　　　　　　　　　　　（美作）

美咲運行管理者協議会　　　　　　　　　　　　  （美咲）
以上5団体

中国四国管区警察局長・中国五県交通安全協会長連名表彰

岡山県警察本部長・一般財団法人岡山県交通安全協会長連名表彰

一般財団法人全日本交通安全協会長表彰（交通栄誉章「緑十字銅章」）

交通安全功労者

優 良 事 業 所

優 良 団 体 

優良安全運転管理者

優良安全運転管理者

（　）協議会名

（　）協議会名

（　）協議会名
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安全運転・運行管理者選任事業所の交通事故 令和６年８月末日現在
区　　分 人身事故件数 死　　　者

傷　　　　　　　　　　　者

重　　傷 軽　　傷 計

安 

管 

事 

故

令和６年 219(　　7.0) 1(　　3.0) 24(　　6.5) 217(　　6.9) 241(　　6.8)

令和５年 188(　　6.0) 3(　10.3) 25(　　5.9) 183(　　5.8) 208(　　5.8)

増
減

数 31 -2 -1 34 33

率 16.5 -66.7 -4.0 18.6 15.9

運 

管 

事 

故

令和６年 99(　　3.2) 2(　　6.1) 12(　　3.2) 94(　　3.0) 106(　　3.0)

令和５年 86(　　2.7) 1(　　3.4) 14(　　3.3) 82(　　2.6) 96(　　2.7)

増
減

数 13 1 -2 12 10

率 15.1 100.0 -14.3 14.6 10.4

県
下
の
全
事
故

令和６年 3,113 33 372 3,147 3,519

令和５年 3,151 29 423 3,141 3,564

増
減

数 -38 4 -51 6 -45

率 -1.2 13.8 -12.1 0.2 -1.3

（注）　安管・運管事故は、安全運転管理者・運行管理者選任事業所の従業員が起こした事故です。
　　　（　）内の数字は県下の全事故に対する構成率を示します。

【令和７年度　安管・運管交通安全スローガン応募用紙】
 キ リ ト リ　

　安全運転管理者選任事業所並びに運行管理者選任事業所の従業員の交通安全意識の高揚を図ることを
目的に交通安全スローガンを募集します。
　今年も多数の応募をお待ちしております。

令和６年７月１日から11月30日まで募集期間
運転者（同乗者を含む）へ呼びかけるもの（自作、未発表のもの）
・運転マナーの向上　　・飲酒運転の根絶　　・シートベルト等着用率向上　　・交通秩序回復等
・歩行者優先横断歩道　　・早めのライト点灯　

募集部門

安全運転管理者選任事業所並びに運行管理者選任事業所の従業員応募資格
下記応募様式による応募方法

上記送り先へのMail、FAX、郵送または所轄の警察署交通課送付方法
・スローガンは、機関紙「安全運転」の表紙下部に、令和７年４月から令和８年2月号まで掲載します。
 ・最優秀賞・優秀賞・安管特別賞・運管特別賞・佳作に入賞された方は、スローガン・事業所名・お名前を4月号の「安全運転」に公表させていただきます。
・入賞者のスローガンは、両連合会の交通安全活動などにおいて使用させて頂く場合があります。ご了承くださいませ。

発　　表

・最優秀賞　１点（5,000円分）　　　・優秀賞　　２点（3,000円分）　　　・安管特別賞１点（2,000円分）　
・運管特別賞１点（2,000円分）　　　・佳作　　　 ５点（1,000円分）
※最優秀賞・優秀賞には、賞状があります。副賞は商品券です。

賞

〒700-8512　岡山市北区内山下2-4-6　岡山県警察本部交通企画課内
　　　　　　　岡山県安全運転管理者協議会連合会、岡山県運行管理者協議会連合会
　　　　　　　事務局 電話番号（086）234-0110（内5029）　FAX（086）233-2524
　　　　　　　Mail : okayama.ankan.unkan.rengoukai@gmail.com

送り先・問い合わせ先

参　　考 令和6年度安管・運管交通安全スローガン最優秀作品「気を抜くな　ハンドル持つ手は　帰るまで」
・下欄の応募用紙をご利用ください。
・応募作品多数の場合は、事業所名、事業所所在地、連絡先電話番号等必要事項等ご記入の上、応募者　氏名、スロー  
　ガンは、別紙に記載して応募をお願いします。

応募様式

令和７年度
安管・運管 交通安全スローガン募集！

事 業 所 名

事 業 所 所 在 地
〒　　　ー 電話
岡山県 担当者

区分 応 募 者 氏 名 ス　ロ　ー　ガ　ン
１
２
３
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奪
っ
て
し
ま
っ
た
幸
せ

　

私
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
、
幼
い
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る

交
通
事
故
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
た

び
に
、
ご
家
族
は
さ
ぞ
か
し
辛
い
こ
と
だ

ろ
う
と
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
さ
か
自
分
が
加
害
者
と
な

り
、
人
生
を
始
め
た
ば
か
り
の
幼
い
命
を

奪
い
、
ご
遺
族
に
苦
し
み
、
悲
し
み
を
与

え
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
車
の

運
転
に
は
人
一
倍
気
を
遣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
私
が
「
ま
さ
か
」
事
故
を
起
こ
す

と
は
、
悪
夢
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
２

年
半
の
月
日
が
経
ち
ま
す
。
し
か
し
事
故

の
こ
と
は
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

思
い
出
す
こ
と
は
非
常
に
苦
痛
で
あ
り

ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
絶
対
に
忘
れ
ら
れ

な
い
、
い
え
、
一
生
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

事
故
な
の
で
す
。

　

そ
の
日
私
は
、
繁
華
街
か
ら
別
の
繁
華

街
へ
向
け
て
大
型
車
両
を
運
転
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
ル
ー
ト
に
あ
る
繁
華
街
に
は
、
駐

車
車
両
の
ほ
か
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行

も
多
く
、
交
差
点
で
は
右
左
折
の
多
い
通

り
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ト
に
は
僅わ
ず

か
な
距

離
で
す
が
道
幅
が
広
く
、
交
通
量
の
少
な

い
区
間
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
は
い
つ
も
そ
の
区
間
を

通
過
す
る
時
だ
け
は
、
安
心
感
か
ら
注
意

力
を
一
段
下
げ
て
運
転
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
会
社
か
ら
は
、
そ
の
区
間
に
あ

る
交
差
点
は
、
歩
行
者
が
多
い
の
で
左
折

時
の
み
な
ら
ず
右
折
す
る
際
に
も
徐
行
し

て
、
歩
行
者
が
い
る
場
合
は
必
ず
横
断
歩

道
の
手
前
で
一
時
停
止
す
る
よ
う
指
導
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
交
差
点
を
右
折
し
た
先

に
あ
る
横
断
歩
道
に
は
、
直
近
に
高
さ
１

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
植
え
込
み
が
あ
り
、
そ

れ
が
死
角
と
な
っ
て
、
横
断
し
て
く
る
歩

行
者
が
見
え
づ
ら
い
の
で
十
分
注
意
す
る

よ
う
に
と
も
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
私
は
、
休
日
で
交
通
量
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、「
今
日
は
道
も
空
い
て
い

る
し
、
こ
の
区
間
は
大
丈
夫
」
と
安
易
に

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
交
差
点
を
右
折
し
て
、
前
方

の
横
断
歩
道
を
見
る
と
、
左
側
か
ら
自
転

車
に
乗
っ
た
子
供
と
、
そ
れ
を
押
す
父
親

ら
し
い
姿
が
見
え
ま
し
た
。

　

私
は
一
時
停
止
を
せ
ず
、
徐
行
運
転
で

親
子
が
通
過
す
る
の
を
見
送
る
と
、
左
右

の
安
全
確
認
を
怠
り
横
断
歩
道
を
通
過
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
小
さ
く
「
ド
ン
、
ド
ン
」
と

何
か
を
踏
む
音
が
聞
こ
え
た
の
で
、
左
ミ

ラ
ー
で
確
認
す
る
と
、
横
断
歩
道
に
人
が

倒
れ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

　

私
は
す
ぐ
に
車
か
ら
降
り
る
と
、
倒
れ

て
い
る
被
害
者
の
も
と
に
向
い
ま
し
た
。

　

被
害
者
は
遠
方
か
ら
見
て
も
損
傷
が
激

し
く
、
一
見
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
た
ま
た
ま
付
近
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
た
警
察
官
の
姿
が
見
え
た
の
で
、

大
声
で
呼
び
、
状
況
を
説
明
し
た
後
、
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
親
と
思
わ
れ
る
方
が
現
場
で
絶
叫
し
、

泣
き
崩
れ
て
い
る
姿
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
白
転
車

に
乗
っ
て
い
た
子
供
と
亡
く
な
っ
た
被
害

者
と
は
兄
弟
で
、
先
に
横
断
歩
道
を
渡
っ

た
弟
と
父
親
を
追
い
か
け
横
断
歩
道
を

渡
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

私
は
植
え
込
み
が
死
角
と
な
っ
て
、
亡

く
な
ら
れ
た
お
子
さ
ん
を
全
く
見
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
事
故
原
因
は
明
ら
か
に
横

断
歩
道
の
手
前
で
一
時
停
止
を
怠
っ
た
私

の
責
任
で
す
。

　

私
の
「
歩
行
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
思
い
込
み
に
よ
る
漫
然
運
転
が
、
横

断
歩
道
で
の
安
全
不
確
認
に
繋
が
り
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
重
大
事
件
を
招
い
た

の
で
す
。

　

留
置
場
か
ら
釈
放
さ
れ
た
後
、「
謝
罪

し
た
い
」
と
弁
護
士
を
通
じ
、
ご
遺
族
へ

お
願
い
し
ま
し
た
が
、「
ま
だ
謝
罪
を
受

け
入
れ
る
精
神
状
態
に
な
い
」
と
断
ら
れ
、

示
談
を
含
め
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
場
は
、
会
社
や
同
僚
に
多
大
な
ご
迷

惑
を
か
け
た
け
じ
め
と
し
て
、
自
主
退
職

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
刑
事
裁
判
が
始
ま
り
、
私
は

過
失
運
転
致
死
罪
で
禁
錮
１
年
４
ケ
月
の

判
決
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
の
中
で
、
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
被
害
者
の
家
庭
は
、
事
件
後
生
活
が

一
変
し
、
P
T
S
D
（
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
）
を
発
症
し
た
た
め
日
常
生
活

も
困
難
な
状
況
で
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

　

私
の
不
注
意
か
ら
、
奪
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
が
あ
ま
り
に
大
き
い
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
市
原
刑
務
所
で
規
則
正
し
い

受
刑
生
活
を
送
り
な
が
ら
遵
法
精
神
を
学

び
、
ご
遺
族
の
心
情
の
理
解
に
努
め
、
自

分
の
犯
し
た
罪
と
真し

ん

摯し

に
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
手
記
を
読
ま
れ
た
方
は
「
他
人
の

幸
せ
を
奪
う
」
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う

こ
と
か
、
今
一
度
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
私
の
よ
う
な
加
害
者
や
、
将

来
を
奪
わ
れ
る
被
害
者
が
無
く
な
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
一
般
財
団
法
人

�

東
京
都
交
通
安
全
協
会
発
行

　
　
　
「
贖
い
の
日
々
」

　
　

︱ 

交
通
事
故
の
悲
劇
を
繰
り

　
　
　
　

返
さ
な
い
た
め
に
︱
か
ら
転
載

　
　
　
　
　

無
断
転
載
を
禁
止
し
ま
す
。

M
・
T　

会
社
員
（
50
代
）
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2015年10月

秋の行楽期の交通事故防止
家族でお出かけの
機会も増えてきます。

道順や交通状況をよく調べて計画的に。

地図

無理のない
計画を！

あ～行って
こ～行って

全ての座席のシートベルト・
チャイルドシートの着用を確認しよう。

みんな
締めたかな？

は～い！

夕方は日が暮れるのが早くなります。
早めのライト点灯を忘れずに！

西日が
きついなぁ
気をつけよう！

交通場面のイラストに基づいて、いくつかの
危険を指摘してみましょう。

★状況
　・対向車はまだ遠いので、あなたは先行車に続いて右折しようと
　 しています。
　・どのようなことに注意する必要がありますか？

Ｑ�１　どのような危険がありますか？��

先行右折車と横断歩道

※解答は７ページに掲載します。

Ｑ�２　どのようなことに注意して運転をしますか？

ー倉敷安全運転管理者協議会ー
 地区協議会活動状況

ナイトポリスの設置
倉敷安全運転管理者協議会 ( 会長　橋本 典男 ) は、「薄暮・夜間の交通事故防止」対策として、
倉敷署管内事故多発路線、ワースト交差点、死亡事故現場等 23 カ所にナイトポリスを作成、
設置しました。
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新
事
故
の
心
理
・
安
全
の
心
理

は
じ
め
に

　

本
誌
の
8
月
号
と
9
月
号
で
、
交
通
や
医

療
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
第
一
の
業
界
に
お

い
て
は
、
ま
ず
組
織
内
の
心
理
的
安
全
性
が

保
障
さ
れ
る
チ
ー
ム
づ
く
り
（
チ
ー
ミ
ン
グ
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
事
業
所

の
交
通
安
全
で
い
え
ば
、
個
々
の
従
業
員
が

事
故
確
率
に
関
す
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則

（
8
月
号 

図
１
）
を
理
解
し
、
仲
間
同
士
で

各
自
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
を
報
告
し
、
共

有
す
る
環
境
を
作
っ
て
欲
し
い
と
懇
願
し
た

つ
も
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
9
月
21
日
に
は
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
始
ま
り
、
前
日
の
大
谷
選
手
の

50-

50
偉
業
達
成
が
あ
っ
た
り
し
て
、
直
前

に
兵
庫
県
議
会
が
知
事
の
不
信
任
決
議
を
可

決
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
の
重
み
は
軽
く

な
っ
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
扱

い
は
専
ら
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
オ
ネ
ダ
リ
と

い
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
面
に
偏
る
傾
向

が
強
く
、
問
題
の
本
質
を
突
く
も
の
が
極
め

て
浅
い
点
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
筆
者

が
こ
の
問
題
を
深
掘
り
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
は
、
知
事
個
人
の
性
格
や
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
の
問
題
よ
り
も
重
大
な
教
訓
を
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
で
一
連
の
問
題
を
整
理
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
も
う
少
し
だ
け
お

付
き
合
い
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
知
事
問
題
の
経
緯

　

本
年
3
月
12
日
に
一
人
の
県
職
員
（
県
民

局
長
）
に
よ
っ
て
、
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ
等
7

項
目
の
疑
惑
（
個
人
名
を
含
む
詳
細
は
割
愛
）

を
告
発
す
る
文
書
が
、
匿
名
で
県
庁
の
担
当

部
署
（
内
部
告
発
窓
口
）
及
び
報
道
機
関
（
外

部
告
発
）
に
提
出
・
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
月
20
日
に
告
発
文
書
の
存
在
を
把
握
し

た
知
事
は
、
翌
21
日
に
県
幹
部
ら
数
名
と
協

議
し
、
作
成
者
の
特
定
と
内
容
の
詳
細
を
調

査
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
後
の
百
条
委

員
会
に
お
い
て
、
21
日
の
協
議
時
点
で
は
当

該
告
発
が
「
公
益
通
報
」
で
は
な
く
、
知
事

へ
の
誹
謗
中
傷
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
第
三

者
委
員
会
等
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
は
な
い
と

思
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
た
ら
れ
ば
…
」
の
議
論
は
慎
む
と
し
て

も
、
知
事
及
び
県
幹
部
に
公
益
通
報
者
保
護

法
の
指
針
（
表
1
）
の
認
識
が
あ
れ
ば
、
匿

名
通
報
者
探
し
や
内
容
の
誹
謗
中
傷
の
決
め

つ
け
、
ま
し
て
報
復
に
よ
る
処
分
に
は
至
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
知
事
や
幹
部
職
員
に
最
重
要

な
倫
理
と
法
令
順
守
の
素
養
が
欠
如
し
て
お

り
、
守
秘
義
務
を
犯
し
て
ま
で
内
部
通
報
者

を
特
定
し
、
人
事
権
を
行
使
し
て
「
停
職
3

か
月
」
の
懲
戒
処
分
を
言
い
渡
し
た
の
で
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
県
職
員
の
通
報
者
は
百

条
委
員
会
に
出
席
す
る
前
に
「
一
死
を
も
っ

て
抗
議
す
る
」
の
言
葉
を
遺
し
て
自
死
さ
れ

ま
し
た
。

　

6
年
前
に
大
阪
の
森
友
学
園
へ
の
国
有
地

売
却
を
巡
り
、
上
司
か
ら
決
裁
文
書
の
改
ざ

ん
を
命
じ
ら
れ
た
元
財
務
局
職
員
が
、
真
の

経
緯
を
詳
細
に
書
き
遺
し
た
後
、
自
責
の
念

か
ら
自
死
さ
れ
た
悲
劇
を
思
い
出
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
9
月
土
曜
日
の
某
テ
レ
ビ
局
番
組

『
報
道
特
集
』
で
、
元
財
務
局
職
員
の
遺
族

が
こ
の
度
の
兵
庫
県
民
局
長
の
自
死
の
経
緯

に
触
れ
、
弱
い
者
の
立
場
が
守
ら
れ
な
い
日

本
社
会
の
民
度
の
低
さ
を
嘆
い
て
お
ら
れ
る

の
を
観
て
、
改
め
て
深
い
悲
憤
と
共
感
を
覚

え
ま
し
た
。

「
公
益
通
報
者
保
護
法
」
違
反
は
看
過
さ
れ

ま
せ
ん

　

こ
の
度
の
兵
庫
県
知
事
の
問
題
は
、
テ
レ

ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
風
に
幾
度
も
放
映
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
読
者
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
筆
者
と
し
て
は
、
芸
能

人
や
有
名
人
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
同
質
の
ネ

タ
扱
い
に
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
我
々
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
、

い
つ
我
が
身
に
降
り
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

深
刻
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
だ
け
に
、
も
っ

と
真
剣
に
問
題
の
本
質
を
深
掘
り
し
て
欲
し

い
テ
ー
マ
だ
か
ら
で
す
。

　

し
か
も
事
件
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
無
念

の
想
い
の
ま
ま
命
を
賭
し
た
告
発
者
が
存
在

す
る
の
で
す
。
そ
の
悲
劇
の
経
緯
を
辿
れ
ば
、

組
織
や
チ
ー
ム
の
「
心
理
的
安
全
性
」
を
守

る
た
め
に
法
制
化
さ
れ
た
弱
い
立
場
の
者
を

守
る
「
公
益
通
報
者
保
護
法
」
が
、
活
か
さ

れ
て
い
な
い
現
実
を
知
る
と
悔
し
い
限
り
で

す
。
国
政
の
中
心
で
の
仕
事
を
経
て
、
地
方

行
政
の
ト
ッ
プ
の
座
に
つ
い
た
知
事
が
、
真

面
目
に
働
く
者
に
よ
る
公
益
通
報
行
為
と
当

人
の
人
権
と
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
窮
地
に
陥

れ
た
こ
と
を
露
呈
し
た
現
実
を
看
過
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ホ
イ
ッ
ス
ル
ブ
ロ
ー
ア
ー
　
　

「
わ
が
心
に
恥
じ
る
も
の
な
し
」
串
岡
弘
昭

　

皆
さ
ん
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
ブ
ロ
ー
ア
ー
と
い

う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
二
、
三
十

年
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
盛
ん
に
登
場
し
た
言

葉
で
、
直
訳
す
る
と
「
警
笛
を
鳴
ら
す
人
」

で
す
。
そ
の
意
味
は
「
内
部
告
発
者
」
す
な

わ
ち
組
織
の
不
正
を
社
会
に
向
け
て
警
告
す

る
内
部
通
報
者
の
こ
と
で
す
（
註　

串
岡
弘

昭
著
『
ホ
イ
ッ
ス
ル
ブ
ロ
ー
ア
ー
＝
内
部
告

発
者 

わ
が
心
に
恥
じ
る
も
の
な
し
』
２
０
０

２ 

桂
書
房
）。

　

著
者
は
、
１
９
７
０
年
代
に
我
が
国
の
運

輸
業
界
（
具
体
的
な
会
社
名
や
個
人
名
は
伏

せ
る
）
で
起
こ
っ
た
ヤ
ミ
カ
ル
テ
ル
と
い
う

独
占
禁
止
法
違
反
の
実
態
を
内
部
及
び
外
部

に
告
発
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
反
響
は
地
方
都
市
か
ら
全
国
の
運
輸

業
界
に
拡
が
り
、
遂
に
は
政
治
的
決
着
を
み

る
の
で
す
が
、
そ
の
間
の
28
年
間
は
、
通
報

者
（
著
者
）
が
数
々
の
労
働
法
違
反
の
耐
え

難
い
仕
打
ち
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
れ
に
耐
え

抜
く
辛
抱
強
い
労
働
者
の
心
理
と
生
活
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
勧
め
し
た
い
一
冊
で

す
。

　

今
回
の
兵
庫
県
知
事
問
題
の
核
心
の
部
分

で
あ
る
「
公
益
通
報
者
保
護
法
」（
表
１
）

成
立
の
発
端
を
知
る
上
で
も
価
値
あ
る
書
物

だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に
　

　

9
月
19
日
に
兵
庫
県
議
会
は
、
全
会
派
が

「
公
益
通
報
者
保
護
法
」
が
不
可
欠
な
社
会

　
　
　
心
理
的
安
全
性
」が
守
ら
れ
な
い
組
織
の
悲
劇

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

安
全
と
安
心 

心
の
ま
な
び
ば 

代
表

川
崎
医
療
福
祉
大
学　

名
誉
教
授

主
幹
総
合
交
通
心
理
士　

健
康
心
理
士

�

　

金　

光　

義　

弘
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共
同
提
案
し
た
知
事
不
信
任
決
議
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
知
事
の
去

就
は
現
時
点
（
9
月
22
日
）
で
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
益
通
報
者
保
護
法
も
違

法
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
ら

の
件
の
放
置
は
県
民
に
と
っ
て
納
得
が
い
か

な
い
は
ず
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
兵
庫
県
に
限
ら
ず
、
こ

う
し
た
違
法
な
労
働
環
境
で
の
就
労
者
が
増

加
す
る
傾
向
に
対
し
て
、
危
機
感
を
も
っ
て

対
応
で
き
る
社
会
人
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

誹
謗
中
傷
が
ど
れ
ほ
ど
仲
間
を
傷
つ
け
、

チ
ー
ミ
ン
グ
（
仲
間
づ
く
り
）
を
損
な
う
か

に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。
読
者
の
皆
様
の

日
々
の
生
活
の
中
に
「
心
理
的
安
全
性
」
の

あ
る
チ
ー
ム
を
一
つ
で
も
多
く
、
そ
の
チ
ー

ム
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
「
心
理
的
安
全

性
」
と
は
本
来
は
難
し
い
こ
と
で
も
大
袈

裟
な
こ
と
で
も
な
い
は
ず
で
す
。
た
だ
し

政
府
が
考
え
る
よ
う
な
「
誹
謗
中
傷
禁
止

法
案
」
や
「
公
益
通
報
者
保
護
法
」
等
の

ル
ー
ル
作
り
だ
け
で
は
、
表
面
的
に
有
効

に
見
え
た
と
し
て
も
、
根
本
的
な
解
決
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

核
に
な
る
の
は
、
投
げ
か
け
る
言
葉
が

相
手
を
傷
つ
け
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
や
、

告
発
者
の
利
益
を
損
な
う
か
も
し
れ
な
い

こ
と
、
つ
ま
り
は
弱
い
立
場
の
人
に
対
す

る
思
い
や
り
の
心
（
危
険
予
知
）
が
働
く

か
ど
う
か
で
す
。

　

本
誌
で
三
回
に
わ
た
っ
て
お
話
し
し
た

か
っ
た
の
は
、
他
者
を
思
い
や
る
心
の
マ

ナ
ー
教
育
を
重
視
し
、
安
全
と
民
度
の
レ

ベ
ル
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と

思
う
こ
と
で
す
。

表1　「公益通報者保護法」に基づく指針

　（令和 3年内閣府告示第 118 号）

1. 通報に関する秘密保護の徹底　　
　　 通報内容の公表禁止　通報者の特定と探索禁止

2. 通報窓口の環境整備　　
　　 通報者との面談（時間、場所、方法、等）

3. 調査機関の設置
　　 法人等組織とは独立した第三者機関

4. 通報者の不利益防止のための教育
　　 制度運用規定の明確化

5. 通報後の順守義務
　　 通報者への報告　調査結果　是正措置　是正不要

6. 通報者の満足度の聞き取り調査
　　 真実妥当性等 
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る
時
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、
①
ま
ず
対
向
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線
の
安
全
の
確
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、
②
そ
し
て
次
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る
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方
の
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全
の
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認
、
特
に
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で
歩
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者
や
自
転
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性
が
な
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か
の
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、
③
さ
ら
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の
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車
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や
歩

行
者
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ど
の
状
況
を
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た
上
で
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折
を
開
始
し
ま
し
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う
。

危険予知訓練を実施しよう（解答）危険予知訓練を実施しよう（解答）

Ｑ１　どのような危険がありますか？
解答・先行車の死角で見えないが、別の対向車がきているかもしれない。
　　・先行右折車は横断歩行者のために停止し、あなたも立ち往生する。

Ｑ２　どのようなことに注意して運転をしますか？
解答・先行車が右折した後、対向車線の状況を見た上で右折する。
　　・先行右折車と横断歩行者の関係をよく見た上で、右折できるか
　　　どうか判断する。

先行右折車と横断歩道



第622号　令和６年10月５日発行　安　全　運　転　｢毎月１回５日発行｣ (昭和44年11月18日第三種郵便物認可)　（8）

メール配信サービス無料登録のお願い。

機関紙「安全運転」、最新の交通安全情報、講習会の情報などをメールで配信す
るサービスを令和6年10月1日から開始の予定です。上記の二次元コード、

（URL）から必要情報のご登録をお願いします。

ID：anzenunten
パスワード：driver

登録用URL　https://okym-ankan-unkan.gr.jp/regist/

第605号　令和５年４月５日発行　安　全　運　転　｢毎月１回５日発行｣ (昭和44年11月18日第三種郵便物認可)　（2）

　○チーム別　　　5,765チーム中　4,333チーム　　達成率75.2％（歴代１位）
　　　　　　　　　内　　安　管　4,473チーム中　3,365チーム　　達成率75.23％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　前回達成率　71.62％　　+ 3. 13ポイント

　　　　　　　　　内　　運　管　  504チーム中　  374チーム　　達成率74.21％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　前回達成率　67.95％　　+ 6. 26ポイント

　※�安管は、参加チームの減少に対し、達成率はやや向上しました。運管は、参加チー
ムが増加した上、達成率も大幅に向上しました。

　○個人別　　　　57,650人中　55,948人　　　　　達成率97.0％（歴代１位）

　令和４年６月15日から12月31
日までの200日間、無事故無違
反を目指して行われた「無事故・
無違反チャレンジ200日」の実
施結果は次のとおりでした。

無事故・無違反の達成状況

～達成チームの皆さん
　おめでとうございました。～

　副賞の抽選結果については、岡山県・岡山県青年団協議会のホームページに掲載しています。

無事故・無違反チャレンジ200日実行委員会
岡山県安全運転管理者協議会連合会　岡山県運行管理者協議会連合会

交通違反の内訳 　速度超過が399件で24.4％と最も多く、通行禁止違反、指定場所一時不停止、信号無視、歩
行者妨害及び座席ベルト等装着義務違反が上位を占めました。

違反件数　1,638件

第30回「無事故・無違反チャレンジ200日」実施結果

　ゴールデンウィークには、車でのお出かけや旅行を計画されている方も多いのではないでしょ
うか。交通事故が起こると、楽しい計画がつらい後悔に変わってしまいます。
　次のことに注意して、安全運転を心がけましょう。

1　ゆとりのある計画とゆとりのある運転を
　　後楽シーズンは、道路が大変混雑します。行き先までの交通状況を事前に十分調べて、無理のない、　
　ゆとりのある計画を立てましょう。
　　時間のゆとりは心のゆとりに、心のゆとりは安全運転につながります。
2　車と自分の健康チェック
　　車の故障やドライバーの病気や体調不良が原因で、大きな事故に繋がることがあります。出かける　
　前には、車を点検するとともに、睡眠を十分にとり、健康状態にも注意しておきましょう。
3　シートベルト・チャイルドシートは必ず着用！
　　車に乗ったらシートベルトを着用し、６歳未満の子どもには必ずチャイルドシートを使用しましょう。
　　高速道路だけでなく、一般道路でも、すべての座席でシートベルトを着用しましょう。
　　シートベルトやチャイルドシートは、万一の事故の際の命綱です。　
4　ゆずる・とまる・まもる　スピードは控えめに、合図の徹底、信号厳守！
　　スピードの出し過ぎや無理な追い越しは、事故の元です。ゆずり合いと思いやりの心をもち、　交通ルー
　ルとマナーを守って運転しましょう。
　　ウインカーを出すタイミングは、進路変更は3秒前、交差点等右左折は30メートル手前です。早めの
　合図で自分の車の動きを周囲に知らせましょう。
　　また、信号は、赤色も黄色も「止まれ」です。安全に止まれるのに交差点等に進入するのはとても危
　険です。交通渋滞の原因にもつながります。
　　信号の意味を正しく理解し、信号を守って通行しましょう。
5　同乗者も安全運転に協力を
　　同乗者もドライバーが運転に集中できるように心がけましょう。
　　ドライバーにむやみに話しかけたり、無理、無謀な運転をあおったりする言動はやめましょう。
　　子どもの行動が運転を妨げないよう気をつけましょう。
6　帰宅するまで気を緩めずに
　　夕暮れ時や夜間は、周囲の状況が見えにくい上、疲れが出てくる時間帯です。
　　自宅に着くまで気を緩めず、運転に集中し、前をよく見て、周囲の安全もよく確認しながら運転しましょう。
　　ライトは、早めに点灯し、原則ハイビームで、状況に合わせて小まめに切り替えをしましょう。　
　　眠気や疲れを感じたら、すぐに休憩しましょう。

ゴールデンウィークの交通事故防止

（₁）　第605号　令和５年４月５日発行　安　全　運　転　｢毎月１回５日発行｣ (昭和44年11月18日第三種郵便物認可)

発行所・発行人　 岡山県安全運転管理者協議会連合会
岡山県運行管理者協議会連合会

　　　　　　　〒700-8512　岡山市北区内山下２-４-６
　　　　　　　TEL（０８６）２３４-０11０
定価１部65円(但し、会員の購読料は、会費に含めて徴収) 

「ドラレコが　君の優しさ　見ているよ」令和５年度  
安管・運管交通安全スローガン

令和４年中の四輪乗車中の死者は 28人
そのうち、15 人（53.6%）の方が、
シートベルトを着用していませんでした。カチッ！カチッ！カチッ！カチッ！

+なぜ着用しない？シートベルト！

No. 605

2 0 2 3

　自動車で飲食店に来て飲酒
する場合、仲間同士や飲食店の
協力を得て飲まない人（ハンド
ルキーパー）を決め、その人は
酒を飲まず、仲間を自宅まで
送り、飲酒運転事故を防止する
運動です。

ハンドルキーパー
運動

自転車は車の仲間。
安全にルールを守って乗りましょう! 
自転車は車の仲間。
安全にルールを守って乗りましょう! 

標語「自転車は車といっしょ左側」「手軽でも重いよ自転車その責任」標語「自転車は車といっしょ左側」「手軽でも重いよ自転車その責任」
　岡山県内では、自転車が関係する交通事故で令和４年中に 18人の尊い命が失われており、
用水路への転落で７人が亡くなるなど、一昨年の９人から倍増しています。
　また、自転車の関係する人身事故の件数が減少傾向にあるものの、ここ数年は全人身事故件
数の２割を超えるなど増加傾向にあります。
　自転車は、便利で環境にも優しい乗り物ですが、車の仲間です。
　責任をもって交通ルールを守ることはもちろん、歩行者や他の車両の迷惑にならないよう
安全に利用してください。
　乗車前には、ブレーキのきき具合やライトの点灯状況、反射材が付いていることなどを確認
してください。
　今年 4 月から道路交通法が改正され、ヘルメットの着用は努力義務となっています
　昨年までの 10 年間に、県内で発生した自転車事故におけるヘルメット非着用時の致死率
は、ヘルメット着用時と比べて約 4.7 倍高くなっています。
万が一の事故に備え、被害軽減を図り、命を守るため、必ずヘルメットを着用してください。
　また、自転車が加害者になり、高額な賠償請求を受ける場合が増えてきています。
万が一に備え、賠償責任保険や傷害保険へ加入しましょう。

　岡山県内では、自転車が関係する交通事故で令和４年中に 18人の尊い命が失われており、
用水路への転落で７人が亡くなるなど、一昨年の９人から倍増しています。
　また、自転車の関係する人身事故の件数が減少傾向にあるものの、ここ数年は全人身事故件
数の２割を超えるなど増加傾向にあります。
　自転車は、便利で環境にも優しい乗り物ですが、車の仲間です。
　責任をもって交通ルールを守ることはもちろん、歩行者や他の車両の迷惑にならないよう
安全に利用してください。
　乗車前には、ブレーキのきき具合やライトの点灯状況、反射材が付いていることなどを確認
してください。
　今年 4 月から道路交通法が改正され、ヘルメットの着用は努力義務となっています
　昨年までの 10 年間に、県内で発生した自転車事故におけるヘルメット非着用時の致死率
は、ヘルメット着用時と比べて約 4.7 倍高くなっています。
万が一の事故に備え、被害軽減を図り、命を守るため、必ずヘルメットを着用してください。
　また、自転車が加害者になり、高額な賠償請求を受ける場合が増えてきています。
万が一に備え、賠償責任保険や傷害保険へ加入しましょう。

1 車道が原則、左側を通行　
　歩道は例外、歩行者を優先

2 交差点では信号と
　 一時停止を守って、安全確認

3 夜間はライトを点灯 4 飲酒運転は禁止 5 ヘルメットを着用

<「自転車安全利用五則」>

メール配信サービス無料登録のお願い。メール配信サービス無料登録のお願い。

「仮想実体験型交通安全ＶＲゴーグル」「ＣＯＢマルチスティックライト」購入

令和６年秋の交通安全県民運動推進大会
　令和６年９月 20 日（金）岡山県庁前広場において開催の
｢秋の交通安全県民運動｣ 推進大会に、岡山県安全運転管理
者協議会連合会 副会長 森　陽一郎、岡山県運行管理者協
議会連合会 会長 伊賀　資耕 が、両連合会を代表し出席しま
した。
　岡山市立岡山後楽館中学校 なぎなた部の皆さんが素敵な
演舞を披露されました。
　その他各地区でも、出発式や様々な行事が行われています。

　備前市 リフレセンターびぜん
において、出発式を行いました。
　備前運行管理者協議会 ( 会長 
伊賀 資耕) は反射ベストを作成
しました。

　岡山県安全運転管理者協議会連合会 ( 会長　増永　雅嗣 ) は、事業の一環として
「仮想実体験型ＶＲゴーグル」と「ＣＯＢマルチスティックライト」を購入いたしました。
「仮想実体験型ＶＲゴーグル」は、実際に事故についてリアルに体験できます。
各講習にご利用出来ますので、ご希望の方は管轄の警察署交通課までご相談ください。

「COBマルチ
ス テ ィ ッ ク
ラ イ ト 」 は 、
5,000個購入し各警察署に配布いたしました。

～　備前安全運転管理者協議会・備前運行管理者協議会　～


